






















 

1.統計による現状分析 

 静岡県における昭和50年の出生児数は58,276人で,その出生場所を施設別に

分析すると,都会地では病院での分娩が全出生数の 40～50%を占めている。これ

に反し郡部,僻地では診療所,助産所での分娩が多くなっている。しかし自宅分

娩は全県を通しては極めて少く,松崎町の l0.2%,戸田村の 7.2%,水窪町の 5.8%

等を除くと何れも全出生数の 1%以下になっている。一般的な傾向として東部,

特に伊豆地域では診療所での分娩が多く,西部では助産所での分娩が多い。 


